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棒 踊 り の 誕 生

（１） 鉄材は貴重品であった

鉄材を産しない沖縄では、鉄は貴重品であり後世までも鉄は国家の管理下にあ

った。外間哲弘・金城政和：共著『沖縄の古武道具・鍛錬道具』によれば 「沖、

縄の鍛冶法式は、中国の法式とも違うし、また日本本土の法式とも違う、どちら

かというと南方のインドネシア方面に類似する鍛冶法式である。 年に各農1668
村に鍛冶職を配して農具の製作・修理に当たらせた」と述べている。

済州島・金非衣が与那国に漂着した 年の与那国には「鍛冶家は居るが、1477
スキを造らない 」と述べている。。

朝貢貿易が始まった( 年）ころ、沖縄からの重要な貢物は馬と硫黄だった1372
という。明国としては、元を華北に追いやったといっても騎馬民族の元（モンゴ

ル）との戦いには、機動力を持った馬と火薬の原料としての硫黄は喉から手が出

るほど欲しい物資である。鉄材がなく未だに土器で煮炊きをしていた沖縄側は、

高価な絹織物よりも家庭用具としての鍋・釜に人気があり喜ばれたという。

司馬遼太郎氏も、その著『沖縄・先島への道 』で「沖縄は資源として街道をゆく 6
の鉄がないために、他から買わねばならなかった。よりたくさん買い集め得た者

が富みを得、大きな武力を得る事を知ったのは、本土の鎌倉・室町のはじめ、つ

まり 世紀ころかと思われる 」と述べている。14 。

武器としての刀剣は、一般の人々は容易に手にすることが出来なかった。そこ

で身を守るためには農具の鍬や鎌はもちろん漁労具の櫂、その他生活用具の鍋の

フタや石臼の把手など、身の回りにあるものを武器として使うようになるのは自

然の成り行きであろう。

（２） 尚真王と豊臣秀吉

尚真王（在位 年～ 年）は、それぞれの領地に城を構えて相争ってい1477 1526
た諸按司の武装を解除して首里に住まわせ、地方の領地は按司掟に治めさせて中

1509 11央集権を完成し 政治的にも経済的にも黄金文化時代を謳歌している 年、 。 、

項目にわたる特筆事項を刻印させた「百浦添欄干の銘」の第４項に「中国皇帝の

ように華麗な衣服をまとい金銀の器具を用い、また、刀剣・弓矢を集めて、護国

の利器とした」と得意然と述べている。

豊臣秀吉は、尚真王より 年も遅れた 年、一揆を根絶するために「刀狩80 1588
り令」を出して農民や寺院が所持している武器を没収して兵農分離による封建的

身分制度を確立している。
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（３）ミクロネシア系棒踊り

田辺尚雄・著『日本音楽史』に「茨城県の鹿島神宮の祭頭囃子に用いる棒は細

長くて南洋パラオの棒踊りに類似する。伊豆大島の岡田村の祭礼に用いられるの

は棒を櫂に代えたもので、その打ち方は南洋ヤップ島の棒踊りによく似ている。

土佐の香美郡の棒踊りは、享保年間に小栗流棒術の達人与平という郷士が、遠州

（愛知県）でこの踊りを学んでこれを伝えたと称されるが、これも隼人系のもの

である。ミクロネシア連邦のヤップ島の棒踊りと沖縄県石垣市新川の棒踊り、鹿

児島県大隅地方の棒の打ち合いは全く同じである。………紀州和歌浦の和歌宮神

社の祭礼の一つ雑賀踊りの棒の形とその振り方は全く南洋マーシャル群島の島人
さ い が

が行っている戦闘踊りに用いる棒と同じである 」と述べている。。

（４）田邊尚雄と埴原和郎・説

田邊尚雄・著『日本音楽講話』で「鹿児島県大隅地方の棒は、沖縄県石垣市新

川の棒踊りによく似ていて、これは南洋郡島原住民が行っているものである。…

……海幸彦（火 蘭 降 命）山幸彦（彦火々出見命）の神話の海幸彦は、南洋ボル
ほのすそりのみこと ひこ ほ ほ でみのみこと

ネオ辺から移住してきた民族の隼人母系の出身で、山幸彦は九州北部の海神系の

出身であった」と述べている。

弥生時代以降朝鮮半島を経て渡来してきた北アジア系の新モンゴロイドの人々

（弥生人）は、寒さに適応して長胴短足、瞼が厚く細目で一重瞼、髭や体毛が少
ひとえまぶた ひげ

なく、顔が長くのっぺりとしており、鼻の幅が狭いもんだから鼻筋が通ったよう

に見えるが鼻は低い。

東アジアの中南部に住んでいたモンゴロイドの人たちは、寒冷適応以前の古い

体系を残している。二重瞼で目がぱっちりとして大きく、彫りが深く丸顔で鼻の
ふたえまぶた

幅が広い顔は、古モンゴロイドと呼ばれ、縄文人の体つきや顔つきの特徴を有し

ているといわれている。

典型的な縄文人をもとに、日本各地の頭蓋を調べた結果、北海道アイヌと沖縄
とうがい

5,000の人たちは 縄文人に近く 畿内も人々はあまり似ていないことが分かった、 、 。

年前から東アジアに拡大していき、 年前に渡来系弥生人として九州北部に2,300
入って勢力を強め、すでにいた縄文系の人々と混血して急速に変化し、両方の遺

伝子を持つようになった。北海道と沖縄では、海を隔てていたために殆ど混血が

おきなかったので縄文系の人々の特長をより濃く残しているといわれている 」。

と述べている。

自然人類学者の埴原和郎氏が述べた古モンゴロイドの縄文人の特徴を多く持つ

人々と関わりの多い北海道のアイヌ犬と沖縄の在来犬トゥラー・アカインも縄文

期の猟犬の遺伝子を今に伝えている。

日本犬も人間の場合と同じように朝鮮半島の遺伝子を持つ北方型（弥生系）と

インドネシアのカリマンタン犬など南方型（縄文系）の遺伝子の混血により両方

の遺伝子を持っているといわれている。
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縄文文化から弥生文化への転換期に、弥生人（山幸彦）が縄文人（海幸彦）の

上に君臨した歴史物語を、埴原和郎説で解釈すると、

縄文人（南方モンゴロイド系）の隼人の楽園に、朝鮮半島を経由して怒濤のよう

に続々と侵入してくる弥生人（北方モンゴロイド系）のありさまを潮満珠に比喩

し、竜宮の乙姫様から貰ったという潮満珠で、兄（先住民である縄文人）を苦し

めたと解釈できる。

（５）伊波普猷・説

伊波普猷選集上巻の「古琉球の武備を考察して『からて』の発達に及ぶ」の中

で、

「私の推測は或いは誤っているかも知れぬが 「からて」は武備の衰退と逆比、

例して発達したに違ひない 「からて」はその名称の示す如く、支那伝来の拳法。

、 「 」（ 「 」 「 」で 一時代前までは たうて 一般にはただ 手 といっていたが 無手空手
ん な て

（てぶらの義）から類推して最近空手といふ字を宛てるやうになった。琉球が初

めて支那に通じたのは明の洪武の初年だから、其頃輸入した、と考へれば考へら

れないこともないが、身に寸鉄も帯びなくなった琉球人、わけても明末進貢の序
つい

でに二年間も福建の柔遠駅（琉球館）に滞在して貿易に従事した連中が、護身術

を学んで帰ったと見るのが穏当であろう。私の祖父もかうして数回も福建に渡っ

て、之を学んだ人だが、それは護身術に過ぎないといって、その話はおくびにも

出さなかったとのことである。古老の話によると、支那では武官にはその達人が

少なく、達人はむしろ商人に多いとのことだが、なるほどこれは常住武器を佩び

ている人には、さほど必要がなく、身に寸鉄も帯びない商人には欠く可からざる

ものであらう。だが、刀の代わりに扇子をもたされた琉球は、役人や商人の別な

く競うて之を学び、いつしか大流行を来たして、遂に喧嘩のやり方まで一変させ

るに至った。そしてそこでは士農工商の別なく 「からて」の名人をブシといっ、

ている。これはいふまでもなく武士の転義で、之によってその社会制度の変遷を

窺ふことが出来る。そこでは琉球入り以後は武士といふ階級が消滅したわけだか

ら、この語が「からて」の名人の義に転じたのは当然なことである。

略

「からて」が琉球入り以後発達したといふことには、別に有力な証拠がある。

私はかって奄美大島諸島の重なる島々、即ち大島・徳之島・永良部・鬼界の四島

を訪れたことがあるが、これらの諸島に「からて」がないのはもとより、島人が

喧嘩をする時には、沖縄諸島の人がやるやうな、拳固の使ひ方をしない。拳固の

下側面を以て擲るのであって、沖縄人のやうに拳固の指関節の尖起面を以て撞く

ことをしらない。

略

彼等の喧嘩の仕方は、全く内地式である。慶長以前には、沖縄人も多分奄美大

島の人がやるやうな式でやっていたに違いない。慶長後母国から引き離されて、

薩摩の直轄にされた大島は、兎に角沖縄の事物で、慶長以前のものであるか、其



- 4 -

後のものであるかを選り分ける試金石で、私は言語を研究する場合などにも、常

に大島を念頭に入れてやっている。これだけで見ても 「からて」の慶長以後に、

発達したことは最早疑ふ余地がない。慶長以後には琉球には勿論戦争はなかった

が、喧嘩はあったのだから、喧嘩の場合などに「からて」を取り入れ、力自慢の

者などがそれを練習したことはたしかで、子供までが喧嘩をする時に殆ど本能的

に拳固を撞き合ふのだから、非常な勢ひで全群島に流行したことはいふまでもな

い。此話と関聯して面白いのは沖縄の相撲である。相撲の取組方は沖縄諸島も奄

美大島諸島も共通で、内地のとは趣を異にしている。相撲には慶長以前も慶長以

後も変化がなかったと見える。相撲には変化がなくて、武術にかうした変化があ

るのは、自家で創造したのではなくて、外来の物であったからだ 」と述べてい。

る。

（６）チャンプル－文化

「唐手」は中国から伝わったから「唐手」であり、南風ヌ島棒は南方から伝わ

ったから「南風ヌ島棒」である。それぞれのよい部分を素直に取り入れ、消化し

て独自の新しい技へと昇華させた我々の祖先の生活の知恵（チャンプルー文化）

の面目躍如たるものである。

村落対抗のハル（畑）勝負、綱引き、獅子舞その他、お互いに競い合わせた琉

球王朝時代の農民統治策にのせられて、時代の進展とともに磨き磨かれた「棒踊

り」が誕生したと確信する。
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民俗芸能としての棒踊り

空手道・古武道としての棒術と民俗芸能としての棒踊りの決定 的な相違を、

演技中に流れるＢＧＭ（バックグラウンドミュージ ック）の有無で選り分ける

ことができる。空手道・古武道の棒術には裂帛の気合いがあるのみで鳴り物など

は一切使わない。

首里出身の幸地氏が伝えたといわれる与那国の棒踊りは、沖縄 本来の古武術

的系統に属し、ミクロネシア連邦のヤップ島の棒踊りに似ている石垣市新川の南

風ヌ島棒や南蛮的奇声をあげる黒島の棒。天然の良港を持つ川平村の仲間満慶山
み つ け ー ま

が自己流で編み出したものに係留中の他村の手も加えた川平の棒。ＢＧＭに合わ

せてゆっくり踊るもの、棒踊りの最中だけドラや太鼓で鼓舞するもの、横笛の奏

でるＢＧＭと鳴り物（ドラや太鼓の打楽器類）との競演によるものなどがある。

（１）与那国の棒踊り

① シテの棒踊り

日本最西端の島「与那国」の無形文化財の一つに「シテの棒踊り」がある。与

那国教育委員会・編「与那国の祭事と芸能』に、

「首里出身者の幸地氏が漂着して島に住み着き、島の娘と結婚して８名の子宝

に恵まれた。そのうち７名の子息たちは怪童といわれ、あまりにも激しい気性と

怪力の持ち主だったので、彼は棒術伝授後の危険性を恐れ、一人娘に密かに棒術

を伝授した。娘が年頃になり、東迎家の祖先にあたる満名と結婚する際に、棒踊

り道具一式を持たせてやった。娘は自分の息子４人に棒術を教えたのが始まりで

ある。

また一説に、幸地氏が東迎家の孫に伝授したのが始まりともいう。 その頃の

与那国は、役人が支配しており、その統制と抑圧はあまりにも厳しく、島民たち

が棒術やその他の技を練ることを徹底的に取り締まったようである。そのような

圧制下にありながら島の人たちは一層自分を守るにふさわしい護身術として、い

ろいろ創意工夫して、６尺棒・３尺棒・マーヌムヌ棒・なぎなた・ティンパイ・

イララ（鎌）棒・タング（櫂）棒・ハサン棒などの数多くの棒術をあみだした。

。 、その背景には並々ならぬ辛苦があったことが伺える 役人の目をごまかすために

棒術をフィ（笛）やンヌン（太鼓）ドラガニン（どら鉦）の音に合わせて踊りと

して行うようになり、島の諸行事の際には演技として役人たちを楽しませるよう

にしたのであろう。

棒術本来の目的は、あくまでも身を守るためのものであったことは今更いうま

でもないが、時に農具や漁具その他の器物を巧みに利用して棒術に取り入れ、練

。 、 （ 、 、 、 ）習をつづけたのである それ以来 与那国島全島 祖納東 祖納西 島仲 比川

へ棒踊りが広く伝えられるようになった。また、時代の進展とともに、他の島か
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ら取り入れたものや、それぞれの部落で創作されたものもある。

天地を轟かすような笛（フィ ・太鼓（ンヌン ・銅鑼（ドラガニン）の音に） ）

合わせて、舞台せましと演ずる勇壮な棒踊りは、島人をして出演者・観客とも血

湧き肉踊らせるものがある。今では与那国島の民俗芸能の大きな演目の一つであ

る 」と述べている。。

② ひしいだ吹き方

国立歴史民族博物館・編『日本楽器の源流 』のコト・フエ・銅鐸

なかで「押しつぶされたような音色を出すヒシギの一番目の目的は、その異常な

強い音と、異様な音色で合図をする、つまり登場人物に“ここで出てください”

ということをフエで知らせているのだ 」と述べている。。

横笛（フィ）のメロディーにのって銅鑼（ドラガニン）と数多くの太鼓（ンヌ

ン）に鼓舞されて勇壮に棒が撃ち合う。横笛は強大な打楽器群（銅鑼や太鼓隊）

に負けないように通常の音域よりもオクターブ高い音域で演奏する。勇壮な行進

曲風のメロディーの後にお世辞にも楽音とはいえない、かけ離れた不愉快な噪音

（シギ音）が３回繰り返される。音高は「２点ト・２点ホ・２点ト・２点ホ」で

「タン・タタ・タ」というリズムである。これが前述の「ヒシギ」の音であり、

精一杯撃ち鳴らす打楽器群に混じって出番を待つ出場者へ合図を送るには普通の

メロディーでは、はっきりしない。

そこで 「１ ６１６０」というシギ音が３回必要になり「１ ６１６０」と、
． ． ． ．

いう音高のシギ音の後に

５ － ｜３ ５ ｜３５３ ｜３２１ ｜１３２ ｜

２３１ ｜６ ６５｜３ ２１｜ ～～（以下略）～～

という軽快な行進曲で入場してくる。

「１ ６１６０」という音高のシギ音は、棒の演技の終わりにも奏され次の演技
． ．

の予知の曲の性格も持っている。

オクターブ高い音高を要求する横笛の内径は５～６㍉で非常に細い竹で造られ

ている。年数を経た家屋の畳の下に編まれた床竹や炊事場の煤竹が喜ばれる。よ

く乾燥しているので鋭く硬い音が出るからである。

ベトナム土産として貰った横笛も細身で、鋭い音が出る与那国の棒踊りや獅子

舞で使用する自家製の横笛とほぼ同じ太さである。

（戦前から使っていた細身の自家製横笛は、沖縄本島に在住する在沖与那国棒愛

好カンチャティ会に引き継がれているが、八重山の地元では、既製品の紫山製の

横笛を使っているのでカンチャテ会の横笛よ鋭さに欠けた低い音で演奏してい

る ）。

③ 横笛で棒が踊った

『与那国の祭事と芸能』によると 「与那国の棒踊りは、およそ 年の歴史を、 290
持っている。乾隆年間末期の西暦 年頃、首里出身の棒術者幸地氏が与那国1700

けん

に漂着して伝えたことになっている。

清朝６代皇帝（高祖）乾隆帝の治世は 年から 年までで乾隆末期とい1735 1795
えば 年頃（ 世紀）とすべきである 『与那国の祭事と芸能』が発行された1800 18 。
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63 1988 290 1698 1700 1700のは昭和 年 年 であり 年前の 年は 年頃になる しかし（ ） 。 、

年頃の中国皇帝は乾隆帝ではなく聖祖康煕帝（在位 年～ 年）である。1662 1723
乾隆年間が正しければ 年頃（ 世紀）とすべきであり、 年前が正し1800 18 1700

ければ康煕帝としなければならない。私は、乾隆帝の末期の西暦 年頃を乾1700
隆帝末期の西暦 年頃に訂正すべきだと思う。1800

④ 明和の大津波前後の八重山

清の聖祖康煕帝は、即位 周年を記念して、 年（康煕 年）の男子の数50 1711 50
を定額として、それ以後増える分（盛世滋生人丁＝太平の御代に育まれて増えた

） 、 。 、子 については 人頭税をかけないことにした 康煕 年に定額とされた数は50
約 万人で 年後に約 倍の２億 万、 年後には３億を越している。2,460 60 10 500 100
自然増加もさることながら、もはや税金のがれのために、政府にかくす必要がな

かったからだろう。と、いわれている。

琉球王朝が先島（宮古・八重山）の税額を定額人頭税に改定したのは、清の康

50 1658煕帝の人頭税よりも約 年も前のことであるが 定額人頭税となった前年の、

年の人口が約 人と推定されているので 年後の人口は、約 倍増えてお5,300 11 1.3
62 2.7 102 5.1 112 5.5り 年後は約 倍 年後には 倍 年後の明和の大津波の直前には、 、 、

倍と人口が増え、農民の生活も豊かになったであろうと推定できる。

玉木順彦・著『近世先島の生活風俗』によれば「 年に出された与世山親1767
方八重山島規模帳に記載された祭祀に関する禁止・制限の条文に

※古見小浜高那三ケ村之儀不ふり祭之時阿満た黒満た与て両人異様の支度ニ而神

之真似杯いたし不宜風俗有之由候間向後可召留事

（豊年祭の日に海の彼方のニライ・カナイから稲の豊作をもたらすために訪れ

る仮面仮装の来訪神「アカマタ・クロマタ」を禁止する条文である）

※平久保桴海川平崎枝四ケ村之儀節遊之時まゆ与申候而両度異様成支度ニ而村中
ふ

罷通其家中之吉例申立候付家主より皮餅神酒等相進候由不宜風俗候間向後可召

留事

（毎年の節祭の日に顔を手拭いで覆いクバ笠とクバ簑に杖を持つといういでた

ちで出現して各家庭をまわって祝福する来訪神「マユンガナシ」の禁止条文で

ある 。）

※毎年九十月之比種子取祝トして家々赤飯なと相調親類縁者之方致贈答且又みき

をも作客人相招段々造佐ケ間敷儀有之由候間向後家内人数ニ而軽可相祝事

（種子取祝いの際に赤飯・神酒などを作り、親類・縁者を招いて振舞うことを

常としているが、それは浪費に繋がるので家庭内だけで軽くすませようという

もの）

※八月十五夜ハ男女縁取次第組合ニ而みき肴盛合等相調磯部江罷出 相慰候所も

有之由男女混雑風俗之乱無益之造佐ニ而候間向後可召留事

（中秋の夜に浜辺でおこなわれる宴の禁止である。想像するに若い男女が中心

になって酒を酌み交わし三味線を弾き鳴らし唄や踊りに興じ、宴が酣になるこ

ろ若いカップルが闇夜に消えていくというような状況であったのであろう。王
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府はこの行為を「風俗の乱」とみなして禁止したのである 」と述べている。。

この規模帳は明和の大津波で莫大な被害を受ける４年前に出されたものであ

1771り、先島の農民が最も裕福で豊かな生活を送っていた頃になる。しかし、

年の明和の大津波の直前 人もいた人口が津波後 人に激減し 年間28,992 19,679 150
は人口増もなく非常に不運な時代が続いた。大浜信賢・著『八重山の人頭税』に

よると 「八重山は、明和大津波による犠牲者 人を筆頭として、連続する、 9,313
飢饉による餓死者は文献に明らかなだけでも計 人、疫癘やその他の伝染病8,833

えきれい

による死亡者 人、総計 人。多大な人命を損傷しただけでなく、農耕を5,952 8,833
助けあるいは住民の蛋白質供給源ともいうべき牛馬もまた、吸血性赤蝿の多発の

ため 頭も弊死している。このほか八重山有史以来最強の台風として語り伝え224
られている“戌年台風”の襲来もこの期間のことである 」と述べている。。

また、国立歴史民俗博物館・編『日本楽器の源流』によると法政大学沖縄文化

研究所研究員アマンダ・スティンチカム氏の「近世琉球における染色生産と人頭

税の研究」の報告で、

「 八重山島年来記』によると 年の八重山の人口総計 人のうち、坊『 1647 5,485
3,663主・老人・童・盲人・はす 身体障害者のことか とオカエ人 地方役人 は（ ） （ ）

人で残りの 人が実際に仕事が出来て貢納を負担した 」と述べている。1,819 。

つまり 人の納税者が２倍以上もいる非納税者( 人）の分まで負担し1,819 3,636
たことになる。ひらたくいえば農民は１人で３人分の人頭税を負担させられたこ

とになる。

定額人頭税は、離島・村などの単位で割り当てられる。地方役人は、納税徴収

請負人で、徴税などの事務処理を名目に首里王府に納める租税以上に課税し莫大

な利益を農民から吸い上げていたのであろう。

「明和の大津波後、首里王府から派遣された与那覇在番（ 年～ 年）1778 1780
が 「島民の気力を振興し、社会の活力、団結、生産力の回復を図るために、御、

嶽の祭祀を盛大に挙行するという政策を勧めた」と牧野清氏が述べている。つま

り 世紀末頃に赴任した与那覇在番によって公然と盛大に村祭が行われるよう18
になったのである。

世紀後半から 世紀後半まで実に３世紀に及んだ首里王府の祭祀禁止令に15 18
1793も係わらず、先島の人々は伝統的な祭祀を取り止めるどころか結果的には

年に禁止令は撤廃され公認されるようになったのである。
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平成元年度川平の結願祭：所演

（２）平成元年度の川平の結願祭

平成元年９月 日（火）公民館副館長の開会の挨拶の後 「総踊り」といって19 、

奉納舞踊の出演者全員の顔見せがある。

まず、弥勒ガナシを先頭に踊り子たちが伴奏なしの唄声のみの「与那覇節」に

合わせて手踊りをしながら観覧者の前を一周する （進行方向はすべて時計の針。

とは反対の左回りでおこなわれる）

弥勒・踊り子の次は狂言部でにぎやかに三線も入る。

に合わせて「テンヨー、テンヨー…………」と、陽気に歌いながら一周する。

平成元年度川平結願祭：所演
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続いて、横笛のメロディーに促されて、太鼓・棒・獅子舞の座見まいが繰り広

げられる。

座見まいの曲 採譜：筆者

上記のメロディーは一度だけ演奏し、引き続き下記のメロディーがつなぎの

行進曲で何度でも繰り返し演奏する。

小学校２年生から中学校３年生 名による少年太鼓（双手・片手）に続いて26
本舞太鼓（突き太鼓・片手太鼓）が披露された。

横笛が奏でる「座見まいの曲」のメロディーにのって行進が始まる。定位置に

、 、 「 」 。着くと 銅鑼が鳴り響き 横笛のメロディーは 太鼓の演技 を告げる曲となる

棒の演技予知の曲 採譜：筆者
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棒の演技も「座見まい」の曲で行進し、定位置に着くと銅鑼の合図で「棒の演

技」を告げる横笛のメロディーが鳴り響く、曲の途中で銅鑼が鳴り響くと横笛は

中止、２組ずつ刀棒・６尺棒・エーク棒・鎌棒・カニパ棒・３尺棒・ティンパイ

棒などが披露される。真剣そのものの迫真の演技に見物人も演技者も興奮の坩堝

と化す。

棒術が祭り最大のイベントである。

一つの演技が終わると「太鼓の演技」と同じ曲の７小節から 小節のメロデ15
ィーで行進が始まり、また、銅鑼の合図で次の２組みが演技する。２組み以外の

演技者はかがんで待機する。

「座見まい」の最後のしめくくりは、獅子舞である。獅子が定位置に着くまで

は「太鼓の演技」と同じメロディーで行進し、定位置に着くと「獅子舞の曲」に

代わる。獅子は 小節以降のメロディーで舞うのである。17

平成元年度川平の結願祭：所演

獅子舞の曲 採譜：筆者
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平成元年度川平の結願祭：所演

川平の結願祭『庭の芸能』の進行状況は、

１．弥勒・踊り子＝与那覇節（無伴奏）に合わせて手踊り。

２．狂言部＝「テンヨー・テンヨー」の歌舞、三線の伴奏あり。

３．太鼓＝出番を告げる横笛の演奏と行進曲のメロディーにのって入場。横笛の

メロディーにのって奉納演技。

４．棒術＝出番を告げる横笛演奏と行進曲のメロディーで始まる。銅鑼の合図で

演技開始。銅鑼と太鼓に鼓舞され演技する。それぞれ定位置に着くまで横笛

の演奏。

５．獅子舞＝横笛のメロディーで獅子舞開始を告知する。銅鑼の合図で進行。横

笛のメロディーと銅鑼・太鼓で舞う。

※八重山の横笛は、棒や獅子舞は勿論のこと、豊年祭やお盆・結願 祭などの村

の行事で予知や進行を告げたり、演技のメロディーを 担当する中心的役割を

担っており、絶対不可欠な楽器である。


